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2020年 4月 15日 
報道関係各位 

一般社団法人日本能率協会 
 

【調査結果】 企業のイノベーション創出と組織活性化に関する実態調査 

イノベーション能力に優れた組織の特長は何か？ 
 

一般社団法人日本能率協会（会長：中村正己、ＪＭＡ）は、イノベーションの実現と企業組織のあり方の間にどのような関

係があるのかを探ることを目的として、立教大学大学院ビジネスデザイン研究科 山中伸彦教授と共同で、「企業のイノベーション創

出と組織活性化に関する実態調査」を実施しました。 

分析の結果から、イノベーション能力に優れた組織の特長として、下記を確認することができました。 
 

 

■ 「企業のイノベーション創出と組織活性化に関する実態調査」概要 

調査時期 2020年 1月 16日～2月 14日 

調査対象 
JMAの会員企業およびサンプル抽出した全国主要企業の経営企画・マーケティング・人事・総務部

門の役員・部長クラスの役職者（計 3,500社） 

調査方法 郵送調査法（質問票を郵送配布し、郵送およびインターネットにより回答） 

回答数・回収率 回答数 240社・回答率６.９％ （回答企業の概要は５ページに記載） 
 

 

【本件に関するお問合せ先】 

一般社団法人日本能率協会  KAIKA研究所 （担当：近田） 

〒105-8522 東京都港区芝公園 3-1-22   TEL：03-3434-0380  e-mail：kadai@jma.or.jp 

※取材のお問合せは、広報室（担当:田部・川村、TEL:03-3434‐8620 または 090-6038-4599、 

e-mail：jmapr@jma.or.jp）へお願いいたします。  

 

ビジョンの浸透 

部門間協働 

アイデア創出 

と組織学習 

社会課題への 

高い感度 

と 

能動的行動 

「同業他社よりイノベーション能力に優れているか」の問いに対して、「当てはまる」と答えた企業は、 

以下の組織風土の特長をもっていることがわかりました。 ※詳細は次ページ以降をご参照ください。 
 

 将来像（ビジョン）・戦略・方針について従業員からの理解・共感が得られている 
 

 従業員は他部署の人に積極的に会いに行き、異質な知識・経験を各人の仕事に活かしている 
 

 前例のない新しいアイデアでも言いやすい風土がある 

 失敗やチャレンジから学ぶことが重視されている 
 

 自分たちが世の中にどう役立ちたいのかについて、日常的に会話がなされている 

 自分たちの活動が世の中の期待に沿っているかどうか、定期的に確認している 

 地域や環境・資源などの社会課題をキャッチしようとしている 

 変化する顧客・市場に対して先見性をもった試みを実践している 

 先見性をもって、新しい技術やノウハウを活かした取り組みをしている 

 先見性をもって、地域や環境・資源などの社会課題の解決に取り組んでいる 

 世の中の変化に応えるために、他社や地域コミュニティ、NPO など外部と連携した活動をしている 
 

なお、今回の調査で用いた組織風土を評価する設問は、JMAが提唱している「KAIKA」経営モデルにおける 

「組織の活性化」と「組織の社会性」に関する項目を使用しました。分析の結果から、イノベーション能力に優れ

た組織は、KAIKA度が高い傾向にあると捉えることができます。 
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分析結果の詳細 

○ 今回の調査では、設問の一つとして「同業他社よりイノベーション能力に優れているか」を尋ね、「当てはまる」から「当ては

まらない」の５段階で回答を得ました。 

○ 一方で、組織風土についての設問を複数設定し、それぞれについても「当てはまる」から「当てはまらない」の５段階で回

答を得ました。なお、これらの設問は、JMA が提唱している「KAIKA」経営モデルを測定するための「組織の活性化」「組

織の社会性」に関する項目を使用しています。 ※KAIKA経営（詳細は 6 ページ参照） 

○ そのうえで、組織風土についての設問について「当てはまる」を５点、「当てはまらない」を１点として、イノベーション能力の

企業群ごとに平均値を算出し、比較を行いました。結果、【図表１】のとおり、イノベーション能力に優れている企業は、

「組織内で、自分たちが世の中でどう役立ちたいのかについて、日常的に会話がなされている」等について、顕著に当ては

まる傾向が見られました（差異の大きかった箇所に黄色で印をつけています）。 

 

【図表１】 イノベーション能力と組織風土の傾向 

 

当てはま
る(17)

やや当て
はまる
(47)

どちらとも
いえない
(100)

あまり当
てはまら
ない(41)

当てはま
らない
(29)

無回答
(6)

全体
（240）

会社・組織の将来像（ビジョン）・戦略・方針につい
て従業員からの理解・共感が得られている

4.71 4.17 3.84 3.50 2.86 4.00 3.79 0.91 1.84

各部門や部署の方針や目標は、会社の方針と矛
盾なく、首尾一貫している

4.94 4.45 3.96 4.02 3.31 4.40 4.07 0.87 1.63

従業員の仕事の目標や評価は、会社や部署の方
針と一貫している

4.76 4.22 3.82 3.85 3.10 4.40 3.89 0.87 1.66

組織のなかで各人は立場や考え方の違いから生
まれる対立を率直に伝え、前向きに対処している

4.29 3.55 3.38 3.00 2.62 3.60 3.33 0.97 1.67

組織として、問題が発生したときには互いに積極
的に協力しあって解決に取り組んでいる

4.65 4.13 3.84 3.73 3.52 4.00 3.90 0.75 1.13

従業員は他部署の人に積極的に会いに行き、異
質な知識・経験を各人の仕事に活かしている

4.24 3.43 3.19 2.71 2.45 3.60 3.15 1.09 1.79

上司と部下は互いに信頼しあっている 4.24 3.91 3.61 3.32 3.24 3.60 3.62 0.62 0.99

組織には、前例のない新しいアイデアでも言いや
すい風土がある

4.53 3.91 3.65 3.00 2.59 3.80 3.53 1.00 1.94

組織として、新しいことをする際には、一定の試行
錯誤が奨励されている

4.53 4.07 3.73 3.37 2.86 3.80 3.68 0.84 1.67

各部門において現場の裁量で計画を柔軟に変更
し進めることができる

3.94 3.72 3.56 3.12 3.10 3.60 3.49 0.45 0.84

組織として、失敗やチャレンジから学ぶことが重視
されている

4.53 3.74 3.60 3.05 2.41 4.00 3.46 1.06 2.12

取り組んだことを組織として振り返る場があり、次に
活かしている

4.24 3.89 3.50 2.93 2.48 3.80 3.41 0.82 1.75

組織内で、自分たちが世の中にどう役立ちたいの
かについて、日常的に会話がなされている

4.41 3.53 3.31 2.32 2.21 3.20 3.13 1.29 2.20

組織として、新しい世の中の動きを気にかけ、情報
収集することが奨励されている

4.59 4.17 3.77 3.44 2.97 4.40 3.77 0.82 1.62

組織内で、世の中にどのような新しい動きがあるか
について、日常的に会話がなされている

4.18 3.81 3.48 2.95 2.66 3.60 3.41 0.77 1.52

組織のなかで、短期視点だけではなく、長期的な
視点から社会や事業を考える機会がある

4.24 3.89 3.69 3.05 2.76 4.20 3.55 0.68 1.48

組織として、自分たちの活動が世の中の期待に
沿っているかどうか、定期的に確認している

4.18 3.65 3.39 2.78 2.28 3.60 3.26 0.92 1.90

組織として、広く様々な外部の意見や考え方に耳
を傾け、参考にしている

4.47 4.04 3.72 3.23 3.07 4.00 3.68 0.79 1.40

組織として、様々な視点で、将来の市場の可能性
を、社会の中から汲み取ろうとしている

4.63 4.21 3.81 3.53 3.28 4.20 3.84 0.79 1.35

組織として、多様な働き手のニーズや、働き方の
潮流をキャッチしようとしている

4.35 4.11 3.73 3.43 3.03 4.00 3.72 0.63 1.32

組織として、様々な業界で起こっている技術革新
や新ビジネスの潮流をキャッチしようとしている

4.53 4.22 3.69 3.58 3.24 4.20 3.79 0.74 1.29

組織として、地域や環境・資源などの社会課題を
キャッチしようとしている

4.65 4.00 3.58 3.35 2.79 4.40 3.62 1.03 1.85

組織として、変化する顧客・市場に対して先見性を
もった試みを実践している

4.56 4.17 3.56 3.02 2.55 4.40 3.55 1.01 2.01

組織として、先見性をもって、多様な雇用形態、働
き方の試みを実践している

3.82 3.74 3.47 2.61 2.55 4.00 3.30 0.52 1.27

組織として、先見性をもって、新しい技術やノウハ
ウを活かした取り組みをしている

4.53 4.19 3.50 3.17 2.59 4.00 3.55 0.98 1.94

組織として、先見性をもって、地域や環境・資源な
どの社会課題の解決に取り組んでいる

4.24 3.87 3.15 2.63 2.38 4.40 3.21 1.02 1.86

組織として、世の中の変化に応えるために、他社
や地域コミュニティ、NPOなど外部と連携した活動
をしている

3.76 3.49 2.91 2.44 1.86 4.00 2.90 0.87 1.90

KAIKA
経営要素

サブ要素 組織風土についての設問
値の差
（当てはまる
-全体）

値の差
（当てはまる
-当てはまら
ない）

同業他社よりもイノベーション能力に優れているか

組織の
活性化

ミッション･
ビジョンの
一貫性と浸透

相互信頼感と
部門間協働

アイデア創出と
組織学習

組織の
社会性

社会的感度

多様性の尊重

能動的社会性
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【図表２】イノベーション能力と組織風土の傾向 

○ 【図表１】をもとに、「同業他社よりもイノベーション能力に優れているか」の設問に対する回答群ごとの組織風土の傾向

（平均値）を比較したグラフです。 

  

  

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

当てはまる(17) 

やや当てはまる(47) 

どちらともいえない(100) 

上司と部下は互いに 

信頼しあっている 

会社・組織の将来像 
（ビジョン）・戦略・方針 
について従業員からの 

理解・共感が得られている 
各部門や部署の方針や目標は、 
会社の方針と矛盾なく、 

首尾一貫している 

従業員の仕事の目標や 
評価は、会社や部署の 
方針と一貫している 

組織のなかで各人は立場や考え方
の違いから生まれる対立を率直に 

伝え、前向きに対処している 

組織として、問題が発生した 
ときには互いに積極的に協力 
しあって解決に取り組んでいる 

従業員は他部署の人に積極的に
会いに行き、異質な知識・経験
を各人の仕事に活かしている 

組織には、前例のない 
新しいアイデアでも 

言いやすい風土がある 

組織として、新しいことを 
する際には、一定の試行 

錯誤が奨励されている 

各部門において現場の 
裁量で計画を柔軟に変更し 

進めることができる 

組織として、失敗やチャレンジから 

学ぶことが重視されている 

取り組んだことを組織として 
振り返る場があり、次に 

活かしている 

組織内で、自分たちが 
世の中にどう役立ちたい
のかについて、日常的に 
会話がなされている 

組織として、新しい 
世の中の動きを気にか
け、情報収集する 

ことが奨励されている 組織内で、世の中に 
どのような新しい 
動きがあるかに 
ついて、日常的に 
会話がなされている 

組織のなかで、短期視点だけ 
ではなく、長期的な視点から社
会や事業を考える機会がある 

組織として、自分たちの活動が 
世の中の期待に沿って 
いるかどうか、定期的に 

確認している 

組織として、広く様々な外部の
意見や考え方に耳を傾け、 

参考にしている 

組織として、様々な視点で、 
将来の市場の可能性を、社会の
中から汲み取ろうとしている 

組織として、多様な働き手の 
ニーズや、働き方の潮流を 

キャッチしようとしている 

組織として、地域や 
環境・資源などの 
社会課題をキャッチ 

しようとしている 

組織として、変化する 
顧客・市場に対して 
先見性をもった 

試みを実践している 

組織として、先見性を 
もって、多様な雇用形態、 
働き方の試みを実践している 

組織として、先見性をもって、
新しい技術やノウハウを 

活かした取り組みをしている 

組織として、先見性を 
もって、地域や環境・ 
資源などの社会課題の 
解決に取り組んでいる 

組織として、 
世の中の変化に応える 

ために、他社や 
地域コミュニティ、 
NPO など外部と連携 

した活動をしている 

組織として、様々な業界で 
起こっている技術革新や 
新ビジネスの潮流を 

キャッチしようとしている 
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【図表３】イノベーション能力と組織風土の傾向（値の差の比較） 

○ 「同業他社よりもイノベーション能力に優れているか」の設問について「当てはまる」と回答した企業群と、「全体平均」なら

びに「当てはまらない」企業群における組織風土の傾向値の差を示したグラフです。 

○ 「イノベーション能力に優れている」について「当てはまる」と答えた企業群と「全体」の平均の差が 1.00 以上あった項目と、

「当てはまる」企業と「当てはまらない」企業の差が 1.80以上あった項目を赤枠で印をつけています。 

○ この結果から、イノベーション能力に優れている組織には、ビジョンが浸透している、部門間の協働がある、アイデアが創出

され組織的に学習する、社会課題への感度が高く能動的に働きかけている、といった特長があると考えることができます。 

 

  

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

値の差 

（当てはまる-全体） 

値の差 

（当てはまる-当てはまらない） 

上司と部下は互いに 
信頼しあっている 

会社・組織の将来像 
（ビジョン）・戦略・方針 
について従業員からの 
理解・共感が得られている 

各部門や部署の方針や 
目標は、会社の方針と矛盾なく、 
首尾一貫している 

従業員の仕事の目標や評価は、 

会社や部署の方針と一貫している 

組織のなかで各人は立場や考え方の 
違いから生まれる対立を率直に伝え、
前向きに対処している 

組織として、問題が発生した 
ときには互いに積極的に協力 
しあって解決に取り組んでいる 

従業員は他部署の人に 
積極的に会いに行き、 
異質な知識・経験を 

各人の仕事に活かしている 

組織には、前例のない 
新しいアイデアでも 

言いやすい風土がある 

組織として、新しいことを 
する際には、一定の試行錯誤
が奨励されている 

各部門において現場の 
裁量で計画を柔軟に 
変更し進めることができる 

組織として、失敗や 
チャレンジから学ぶこと

が重視されている 

取り組んだことを 
組織として振り返る場が 
あり、次に活かしている 

組織内で、自分 
たちが世の中に 

どう役立ちたいのか 
について、日常的に 
会話がなされている 

組織として、新しい世の中の
動きを気にかけ、情報収集 
することが奨励されている 

組織内で、世の中に 
どのような新しい 
動きがあるかに 
ついて、日常的に 
会話がなされている 

組織のなかで、短期視点
だけではなく、長期的な 
視点から社会や事業を 
考える機会がある 

組織として、自分たちの 
活動が世の中の期待に 
沿っているかどうか、 

定期的に確認している 

組織として、広く 
様々な外部の意見や 
考え方に耳を傾け、 
参考にしている 

組織として、様々な視点で、 
将来の市場の可能性を、 

社会の中から 
汲み取ろうとしている 

組織として、多様な働き手の 
ニーズや、働き方の潮流を 
キャッチしようとしている 

組織として、地域や 
環境・資源などの 
社会課題をキャッチ 
しようとしている 

組織として、変化する 
顧客・市場に対して 
先見性をもった 

試みを実践している 

組織として、先見性をもって、
多様な雇用形態、働き方の 

試みを実践している 

組織として、先見性を 
もって、新しい技術や 
ノウハウを活かした 
取り組みをしている 

組織として、先見性を 
もって、地域や環境・ 
資源などの社会課題の 

解決に取り組んでいる 

組織として、世の中の変化に
応えるために、他社や 
地域コミュニティ、 
NPO など外部と連携 
した活動をしている 

組織として、様々な業界で 
起こっている技術革新や 
新ビジネスの潮流を 

キャッチしようとしている 
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回答企業の概要  

 

■ 業種       

 

 

■ 従業員数                               ■ 売上高   

 

 

 

  

農林・水産・鉱業

食料品

繊維

パルプ・紙・紙加工

化学

医薬品

石油・石炭

ゴム・窯業・土石

鉄鋼・非鉄・金属

一般機械

精密機器

電気・電子機器

輸送用機器

その他製造

小売

商社・卸売

金融・保険

不動産

土木・建設・建築

輸送サービス（陸運・海運・空運）

倉庫・埠頭

ソフト開発・情報サービス

通信サービス

出版・放送・報道

公共サービス（電気・ガス・水道）

宿泊・飲食・給食サービス

保健・医療・福祉サービス

人材・教育関連サービス

警備・ビル・設備等のメンテナンス

広告・宣伝・ディスプレイ

その他サービス

無回答

問1 　業種 (n=240)

0.4 

5.8 

0.8 

1.7 

5.8 

2.1 

1.3 

1.7 

2.5 

4.6 

2.1 

7.5 

5.0 

6.3 

3.8 

5.8 

3.3 

1.7 

6.3 

5.4 

0.4 

4.6 

0.4 

1.3 

0.4 

2.9 

2.1 

2.1 

0.8 

2.9 

7.9 

0.4 

0% 2% 4% 6% 8% 10%

全体(n=240)

凡例

問2 　従業員数 (n=240)

１００人未満

13.8%
１００人～３００人

未満

10.4%

３００人～１千人未

満

23.8%
１千人～３千人未

満

25.4%

３千人～１万人未

満

17.1%

１万人以上

9.2%

無回答

0.4%

凡例

問3 　前期売上高 (n=240)

１０億円

未満

7.1%

１０億円～５０億円

未満

9.2%

５０億円～１００億

円未満

6.7%

１００億円～５００

億円未満

31.6%５００億円～１

千億円未満

12.1%

１千億円～５千億

円未満

23.7%

５千億円～１兆円

未満

4.6%

１兆円以上

3.8%

無回答

1.3%
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「KAIKA」とは 

○ JMAでは 2012年度より、社会・経済が多様化・多元化するなかにおける新しい経営・組織づくりの考え方として、

「KAIKA（開花・開化）」を提唱しています。「個人の成長」「組織の活性化」「組織の社会性」を同時実現することによ

り、新たな価値を生み出し続けることができるという考え方です。 

○ この普及活動の一環として、①KAIKAの考えに共感し、その実現に向けた取り組みを行っている組織を認定する

「KAIKA アクション宣言」制度、②優れた実践を行っている組織やプロジェクトを表彰する「KAIKA Awards」の実施、

③組織のKAIKA度をセルフチェックするためのツール「KAIKA度診断」の提供、④KAIKAの考え方や実践事例を紹介

する隔月誌「KAIKA」の発行 などの活動を行っています。 

詳細はホームページ（https://kaikaproject.net/）をご参照ください。 

 

 

■KAIKA経営モデル 

個人の成長  ＝ 目標感、自律性、成長・貢献実感 

組織の活性化 ＝ ミッションやビジョンの一貫性、信頼と協働、チャレンジと学習 

組織の社会性 ＝ 社会への感度、多様性の尊重、社会課題への働きかけ 

 


